
瀬戸内市地域自立支援協議会   

令和２年度 第３回 地域生活支援部会 概要報告書 

 

日時：令和３年〇月〇日（〇）（中止） 

 

※コロナ禍のため開催を中止し、事務局が各関係機関へ聞き取りを行い、文書で情報共有したもの。 

 

１．障がい児・者の（家族を含む）が抱える様々なニーズに対応するための相談支援の体制づくり 

・瀬戸内市 生活相談支援ｾﾝﾀｰの相談状況、支援体制、取り組み等  

・瀬戸内市権利擁護ｾﾝﾀｰほっとせとうちの相談状況、支援体制、取り組み、事例研究会の案内等 

・障害者基幹相談支援事業の進捗状況等   

・福祉課と相談支援事業所の連絡会から報告      

・居宅介護、重度訪問介護のサービス提供状況について  

・瀬戸内市民病院 医療型短期入所について 

 

２．障がいのある方やその家族がどのようなサービスを望んでいるのか 

  ・親亡き後の問題や障がい者の高齢化問題について 

 ・成年後見制度に関する勉強会開催予定のおしらせ 

 

３．障がいのある方が普通に暮らせる地域づくり  

 A：障がいのある方を知ろう 

 ・民生委員、児童委員、福祉委員との連携〔障害理解と啓発、スキルの底上げ等）について 

 B:災害時の避難について考える 

 ・防災に関する意識の啓発、整備、支援が必要な方の把握や支援方法等について 

  ・防災チラシ（支援者用）の確認と防災チラシ（当事者用）の作成プロジェクトについて  

 

４．その他 

・生活介護ひばり事業所情報 

・「障がい福祉サービスの手引き」更新について  

・障害者差別解消協議会(地域生活支援部会内設置）から研修会の開催の検討 

・瀬戸内市在宅医療・福祉・保健連携推進協議会（トータルサポートセンター主催）について 

・行政からの情報提供（備前保健所） 

 

 


